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活字文化推進運動

株式会社加藤新聞舗 代表取締役社長　加藤憲一

実施期間
2005年11月～
実施地域
千葉県の読売センター（市川・国府台・薬

円台・津田沼南部・米本・稲毛）
活動概要
千葉県市川市の株式会社加藤新聞舗・代表
取締役社長の加藤憲一さんは、2005年 11月
から文字・活字への取り組みとして、子ども
たちが多くの本に接することができるよう、
新聞販売所内に読み聞かせの場「よみっ子ひ
ろば（子ども図書館）」と地域住民を対象に打
ち合わせや憩いの場「くつろぎ広場」をそれぞ
れ開館、運営している。
参加した子どもたちは、年 3回開催の読み

聞かせ会を通じて読書の楽しさを知ったり、
日本の四季を感じながら楽しんでいる。
また、小学生・中学生を対象とした作文教
室「よみっ子寺子屋」を販売所内に開講、開講
後は複数の受講生が学校主催の作文コンクー
ルに入選するなどの成果を上げている。
今年は国民読書年であり、読書を通じて地

域に密着した活動が高く評価された。
＊

加藤憲一（かとう・けんいち）
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■ 「よみっこ運動」参加児童を応援するサポーター募集を呼びかけ
るチラシ

国府台よみっ子ひろば 国府台よみっ子ひろば

文章力・読解力は大人になってからでは遅い。子
ども（小学生低学年）の時から文字活字に親しんで
いく事が必要だと言う気持ちから作文教室を始めま
した。
本当の教育とは何だろうと考えた時、公の教育が

そのような形をとるならば、学校ではとうに切り捨て
ていて今では教えないこと、例えば暗記の仕方や要
約の取り方、ことわざや慣用句の意味、もっといえ
ば、人の話の聴き方や自分を伝える話し方、教室へ
の入り方まで、そんな基本的な、けれど人としてと
ても大切なことは教えていかねばならないと思った
のです。子どもはまっさらなものなのだから、伝え
ていないことは知らなくて当然です。今の子どもた
ちに、もし欠けるものがあるとしたら、それはこちら
側、つまりは大人側の責任なのです。

■ 先生のことば ■ よみっ子ひろば来館者  2010年7月現在

会員数 月平均 書籍数
YC国府台 「よみっ子ひろば」 2005.11月開館 295 130 2,050

 「くつろぎ広場」 20

YC米　本 「よみっ子ひろば」 2006.11月開館 465 120 706

YC津田沼 「よみっ子ひろば」 2007.10月開館 188 60 1,237

YC稲　毛 「よみっ子ひろば」 2007.11月開館 311 160 911

合計 （1,259）（490）（4,904）

■ よみっ子寺子屋現在在籍数

津田沼教室（YC津田沼南部） 2006.9月開講 34

薬円台教室（YC薬円台） 2006.9月開講 83

米　本教室（YC米　本） 2007.2月開講 32

市　川教室（YC市　川） 2007.9月開講 84

稲　毛教室（YC稲　毛） 2008.2月開講 29

合計 （262）

よみっ子寺子屋（市川教室） 市川よみっこ運動（菅野小）

稲毛よみっ子ひろば 菅野小市川よみっこ運動（菅野小）

読書を通じて
地域に密着した取り組み
国民読書年にふさわしい活動


